









の共専守義少年運動にか〉わる理論と尖践に考察を加えること注しKは， ゥ ， イマル期ドイノ共~守
義少年運動研究はその軸を欠いたものと成らさるを得なし、。 fこVし，こ〉ては彼の生沼とその活動の
既観があくまでも i中心てあって，共産主義少年運動にか〉わる彼の斑1d命と尖践tζついては必愛id少限
度しか触れてはおらず (ζ の点は稿を新たにする).， ζlの志昧においてイミロJ避的な作来の一部てしか
とfく不充分さは免れ得なし、c しかし， ウマイマルロ帝国ヂ義体制トにおける教育闘争の指導的 代ふ
的な戦士であ J たエドウィノ 仲ヘルノレのt_dtとその活動の概観それ自体f<:，一定の怠義を認める乙
とが出来るであろう。
工誕生から SPD入党まて
革命的教育家エドウィノ ・ヘル/レは， 1883年 12月11日f<:，初百派の'立教師を父とし，オルカン
製造業者の娘を母として， ウィノテムベルクのカノ J ュタソト(ンュソノトカノレト泡傍 )Iζ誕生した。
生後まもなく，父の布教活動のために東イ〆ドに渡コていたか， 4 才の時~<:1ft}凶し，その後は父ヘル
マノ l・ ヘルンレが北ヴィッテムベ Jレクのゲラブロノ近傍のパイムパノハに地乃教会牧師の地位をィ~~tこ
ため， 乙の地で子供時代をおくっている。 (υ
父ヘルマンは地方教会抜帥には珍らしく情熱的にイギリスを波打・し， まfこ玄術 ・学術 ・技術の諸問
題への顕著't:l開放性を備えた人物であったらしく，絵画 ・古来 ・文学容についての彼の日高は幼ないエ




















































































































と妥協する乙との万かなしろ〈恥〉であったからである(11)。そしてヘルンレか， S P D f[すでK入党
していた大学時代の数人の友人Kベルリンで会し、彼等によってカール。リープクネヒト，ローザ・






!惑をもって社会主義者の戦列K自らを自覚的に編入した。つまり SP Df[入党したのである。 (13)











者と激しく対決した。彼にとって， S P D党員であるという乙とは，労働者"勤労大衆のもとで共K
戦う乙とを怠味したのであるから，それは当然のζ とであった。
1912年にツェトキンの推挙Kよって，シュツソトガノレトで発行されていた SPD機関紙『シュヴァ
































































乙の乙とはグィッテムベルクのSP DfZ:も妥当した。治的えよ教養 ・2術活動に制限していたのである。 ， 
今t
党の指導K抵抗していた。それ故，このI訟の労働青年は，成人労働者と同様に革命的であり，しかし，


















































等("G 1 e i c h h ei t“)J誌の第 2編集者の職を得て，子供向けの付録の作成等にその力量を大い
に反映させた様である。乙の子供向けの付録の代表作は，子供・戦争・平和・階級闘争等の題材を巧
みに取扱ったr5月が来たし，De r Ma i i s t g e k omme n“)Jであり， ζの作品は多くの部分
が検閲のために儀牲にされているが，一貫したプロレタリア階級の原則，反戦・平和の主援を，残さ










































































の編集・発行がある (34)。Fahne“)j Rote に，間労・兵評議会の機関紙『赤旗 ("Die P 、a

















































若い労働者遥がおり，彼等の油断ない瞥戒によ。て謀殺計踊は失敗K終gたバ~3fi) ‘ • t' 起
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と社会主義青年運動」である (31)。 乙の論文において彼は， r社会主義的青年同盟はたんに闘争組織
であるばかりちなし同時に教育共同体でもある。その政治的扇動と行動は新しい権力の地位をかく





19 年 7 月 K裁判が関かれたか，被告席の彼と彼の同志への大衆の共f~， 革命的連待感の前'C:，法廷
は彼K無罪の判決を下さ Yるを得なかった (42)。釈放後彼はKPDウィノテムベルク州連合議長とし
ての任務を果す一万で，週刊新聞『共産主義者 ( "D e r K 0 rn m u ni s t“) Jゃ，小農民のための
臼曜新聞『鋤("D e r P f 1 u g“) jの編集者として，特に農業問題にかLわっていたが，しかし，
マルクス主義の見地に立った，それ故にプロレタリア階級の原則K立脚した教育政策・教育学もまた彼
の大きとよ関心事て、あった(43)。例えば， r' S J (44)が共産主義の学校の熔想を立てるにあたってヘノレ
シレに協力を求めて来た時，彼は快く応じて序文を執筆し，また構想内容を指導した。『共産主義の











委託された (49) 。乙れ等の職務の遂行に多忙な彼~C:， E K K.J 1， Z K K P D， F S .J中央は，ェー
リッヒ・グィスナーと共fC:K K Gの創設大会の準備をする任務を重ねて指令した (50)。
ドイツにおいては 1918年 1月の革命の後，特に 19，._20年に全国各地でK.PD党員やFSJ成員
によって箪命的・プロレタリア的少年運動が組織されていた (51)。だがそれ等の諸少年組織は，地方
的制約を受け，傾向・性絡を異にし，しかも決定的な欠陥として相互の結合を欠いていたのである(52)。






























































































































































































































格 (6の」の子供1$ プロレタリアートの~い世代か育つのであるとr. Jえよう。そして彼は労働者の父
母へ「子供述に対する革命的プロレタリアートの任務を自覚しないものは少しも1しい階級戦士ては
ないω6)Jと， また指導員にr本もの、戦士fこけか戦ゴを教育し得るということを我々はわすれない
てお乙う (67)Jと語りかけ， K K (jの軍愛自を強調しfこ。
今や共I!lす義少年運動の珂論的・文践的指導者として全く新たなふ閲の仔務をも負う fこ，ヘルノレ
の必分野ての活動は，単iζ ドイツ国内に限られてはいなかった。例えは， 1921年 6，._. 7 FJのモスコウ
におけるコミノテルン第3(9]世界え会民客員代表団のひとりとして， またfpJ地ての7月のKJI第2
制大会花代議員として参加し， 乙のみソの際tζ彼はクルプスカヤと個人的に知り合う機会を得ている
(68)。 また KPD内部においてもますます事愛な位置を占めるようにな~ tこ。即ち，K P D第 7同党大




~c，勉めて名答ある仔務，彼の 1:- Hのひとつの頂点とも 3える仔務か 1922 年に課された。即ちコミン
テルノ第4[q]世界大会への代議員としての参加である (70)0 f~]大会はモスコワて 11 月 5 日--- 12月5
臼K閲佐されたが， 11月28日の大衆の隣家と教育の分野ての共産r党の活動の問題に関する会議で彼
はクノレプスカヤと並んで報告し (71)， 乙の入会てコミノテルン執行委員花王宮出され，若干の中断期を






はお乙の23年に彼のUKKGにおける活動(" 01 e A.r b e i t. i n d c n k ommu n i s t i s -



























H! 1925年， 1927年， 1929年際的な共産主義少年運動の指導者のひとりであった。例えば国際面では，、
にそれぞれモスコウで開催された共産主義少年運動指導員の第 2・3・4回国際大会に参加し，報告






































. ，? ? ?
て，エルンスト・シュネーラーや他の同志達と共にヘルシレは，国会の教育委員会において同法案に
抵抗した (82)。議会内外での闘争，なかんずく議会外での労働者 t 勤労大家の反対運動の告之に，間食




vf f グ;さ f儲二湾総括~，J(fÔ~桝繍織議郵級輸鱗鱗lJ勝絹nf44
JQ1長官』Jepw、‘ 'w 
湖 毎持 -J-J 、;込送話:f

































ゐる教育労働者インターナン 3 ナル機関誌「レーラー・インターナティオナーレ jfC取ろう。そ乙に
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政策家ヘル J レは，当時ソ連邦において， ファンスム=ドイ Yの段業政策を論究し，その反人
民的協;格を暴露する多くの論文をrJ:t呼守義イ ンーターナンョナル !ゃ『段米問題J等の定期刊行物に
発表し， また 「圧制下の良民J( 1937年)， rドイソの段民はいか』と'-j_きているか?j ( 1939勾ニ)， 
鈎十字下のドイソ良民2( 1939年)等の小冊7を刊行するなとして活躍していた。 (97)
ファシスム=ドイソ寧のソ連邦侵入以降は，戦争矯腐のドイ Jif J1 J、将絞tζ粘力的な信装/活動を






416年より ZK S E D(99)の命令下に民主的土地改革の仔務を送行すること与なった。(10)









う乙とである。そして同月 21日， 68年の往症を， 1910年のSPD人党以来の一貫した闘争のとと庇を
閉じた。(102)
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"Se 1d be r e i t z um kamp f f h-r dlle sa c h e Er n s t ThXl ma n n s1“Elne Auswahl 
v o n Do kume n t e n z u r Ges c hIC h t e d e r re v o l utIo ni--r e n KIn d e r b eweg ungsn 
Deutschland ; Herausgegeben von Komltee zur Erforschung der proletar-
a s c h e n K1n d e r b ewe g u n gln De u t s c hlan dlm Au f t r a g e d e r Z e n t r all E tung 
d e r PI o nle r lo r g a n1s a tlo n 〉 Er n st Thh・lmaon<.Verlag Neues Leben， Berllo 
1958， S.20.(ζの文献を，以下[文献IJと時記する)。
2 L e b e n s b 1 J d e r g r 0 se r P aOda g 0 g e n -Edw 1 n H 0 e r n 1 e : v 0 0 ，"'0 1fgan g Me h n e rt .•
Volk und Wlsseo Volkselgener Verlag， Berllo 1963，5.8. (乙の文献を，以下「文
TIJと略記する)。
De r Be 1t r a g Edw i n Ho e r n i e s z um sc t11 p o llt a s c h e n u n d Ph-dag ogis c h e n 
Kampf d，er KPD 10 der Ze:lt der Welmarer RepubJ lk(1919""， 1929); von Wolf-
gang Mehnert. Volk und Wlssen Volkselgener Verlag， Berlln 1958， S.24. 
(乙の文献を，以下「文献血Jと略記する)。
3. r文献TIJ，5.8""'10. r文献血J，5.24""， 25. 
4 r文献TIJ，5.10""'11.
5 Eb，enda， 5.11""'12. 
6 Eb e 0 d a， 5. 1 2 "'"1 3 • 















Eben da ， 5. 17. 
[文献lJ，5.17. 「文献血J，5.25.
「文献DJ，5.7""'8. und 5.18""， 20. 「文猷皿J，5.25""， 26. 
「文献TIJ，5.22. i文献血J，5.26. 
「文献nJ，5.22""'24. 
16 Ebenda， S.24. 
17. Eb，enda， 5.24"'" 2 5. 
18_ Ebenda，5.25""， 27. 











5.30. Ebenda， 21. 
5'132，._35. Ebenda， 22. 




??S.38. Ebeoda， 23. 
Weimarer der ln KPD Di e 
5.91，._92. 1973 ， Verlagsanstalt， 






5.39. Ebeoda， 26. 
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3 
1904-1945 j Ver 1 ag Arbeiterjugendbewegung， deutscheo der Gescbichte 
「青年インタナ ショ ナル(覚え書)J j邦訳『レーニン全レー ニンが論評している。誌「国際青年jについて，
s. 175，，-179. 第23巻，集j(大月書庖)， 
「国際青年:社会主義青年組織国際連合の戦間・宣伝機関誌 (n]ugend-乙の雑誌の正確な名称は，なお，
Verbind-ioternationalen der Propagandaorgan Kampf-und Internationale， 
Jugendorganisationen“)Jである。sozialistischer ung 
乙の論文κついては，現在のところ，資料不足のため筆者は，その表題なお，5.39"-40. 「文献nJ ， 27. 
や詳細な内容を確認するK歪っていなし、。
，?
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5.39. 「文献nJ ， 28. 
marxistisch-leninistischen der Entwicklung zur Beitrag Hoernles Edwin 
Votkseigeでund Wi s sen "Pa-dagog i k (Vo lk 10 Hohendorf， Gerd Padagog i k jvon 
と略記する)。以下「文献VJ(ζの文献を，5. 1138. 1973-12， Verlag)ぺoer 








1904-1945， Arbeiterjugendbewegung deutschen der Ge s c h i c h t ，edet Aus 
Marxistische fur lnstitut vom Ma t e J'i a 1i e n ; h e r a u s g e g e b e n und Dokumente 
Blatter Marxistische Verlag am Main， Frankfrut Forschungen und 5tudien 
s. 50，，-53. 1975，F r a n k f r u t /Ma in
S.1138. 「文献VJ ， S.26. 「文献血J 5.44"-45. 「文献nJ ， 3 O.
S. 26，，-27. 
' 
「文献mJ ， S. 46，._47. 「文献IJ ， 31. 







S. 27. 「文献mJ， S.49，，-50. 「文献nJ ， 33. 
.-1ょ eづ sみbp今fld ~~l 
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他 j 創平時f' V 




~ ‘舟「文献VJ ， 34. =俳
Dautsel)l ards. .p a r te i 
8.1138. 
Ko mm u n is t i s c he KPD 85、
































38 Sozialistische Jugenderziehung und sozialistische Jugendbewegung;von 
Edwin Hoernle. 国際社会主義自年文肱第4巻としてヘルリンて'発行されたこの小冊子は重次の容に妓粋
か収められているoEdwin Ho e r n l e-Sc h ulpo l i t i s c h e u n d Ph-d a g ogls c h e Sc h r E f t en3 
a u s g e wah1 t u n d e i n g e 1e 1t t v 0 nWo 1 f g a n g Meh n e r t，V 0 1 k u n d W 1 S S e n V 01 k_ 
selgener Verlag， Berl in 1962， (ζの文献を，以下「文献WJと略記する)， S.41. 
「社会主義的育年教育と社会主義的青年運動ー抜粋-j) 所収「プロレタリア教育の銀本問題J，五十嵐顕
cR，明治図書， 1 972， S. 182. 
39 Ebenda， S.43. 邦沢， 5.185. 
40 r文献DJ， 5.55. (むお， r 文献~J fζ収録された抜粋iζは， 乙訟は引用した部分は含まれていなL、。)
1 Ehend， s.54 -.， 55. 
2. E b ，en d a， 5. 5 5 -.， 5 6 • 
3. Ebenda， 5.56-.，57. 
4 F5J Freie Sozialistische Jugend Deutschlands. トイツ自由社会主議青年， 1918 
年 10月2，6-.， 27日，ベルリンで設立。
45 Dle kommunistische Schule-Programm der Frelen Sozialistischen Jugend 
De u t s h .1an d s ( En t wu r f ) • 菌際社会主義脊年文庫第5巻として発行3れたこの小冊子は，次の舎に収
められている。
Quellen zur Geschichte der Erziehung. Volk und Wissen Volkseigener 
Verlag， Berlin 1968， :5.404-.，417. 
6 r文献lJ，5.61.
7 Geschlcbte der deutschen Arbeiter bewegung， Chronik Teil n， von 1917 
blS 1945; von Inst i tut fa・rMa r x i smu s -Le n j n 1 smu s he j m ZK d e r 5ED， D 1 e t z 
Verlag Berlin 1966，5.88. (乙の文献は，以下「文献叩Jと
8 r文献血J，S.28. 
9 r文献lJ，S.61. 
50Mo n ume n t a Pa le da g og i c a Bd.，V3h e r a u s g eg e be n v o n d e r K0mmIS S Eon f h-r 
deutsche Erziehungs-und Schulgeschichte der Deutschen Akademie der 
Wlssens.chaft Zu Berl in， Volk und Wissen Volkseigener Verlag， Berlls 
19.68， S.54-.，55. (乙の文献は，以Fr文献四Jと略記する)。
胞をG Kommunistische Kinder Gruppen.共盛主範少年団。




KJI Kommunistische Jugend Internationale，共産主
1919年 11月.20--.，26日，ベルリンで設立。
5 1. Eb ，e n d .a， S. 5幽・






第 l回. 1922年 9月 16~ 19日，ヘルリノ.ヘルノレ，基調報告。
第 2回. 1925 年 9 月 23~30 日， モスコゥ.ヘルンレ， iプロレタリア革命における子供と，児盛搾取
応対する闘争jを報告。
第3回. 1927 年 2 月 20~25 日， モスコゥ.ヘJレンレ， i青年同盟と党は少年運動iζ対していかとfる態
度をとるへきかjを報告。
第4回.1929年8月， モスコワ.ヘルンレ， i子供遣の間ての共産主義教育活動の線本問題jを報告。
以上， i文献血J， S.31~32. 
77. i文献lJ， S.76. i文献血J， 5.31.
? ?
78 J5B Jung 5partakus Bund. 年少スパルタクス団。
KKG指導員;第占回全国大会 (1924 年 10 月 4~5 日， ウァイセノフェルス)において， KKGの組織改造
を決定。 JSBの創設。 KKGの組織改造は，同第 3 回全国大会 (1923 年 7 月22~23 日， コータ)にお
いて，ヘルンレによって提案された。位お， ヘルノレは，同第 1回全国大会(192 1 年 9 月 24~25 日，ラ
イブチノヒ)て「プロレタリアの子供の物質的状態とプロレタリアの階級闘争におけるその役割jを，同第2
回全国大会 (1922 年 7 月 23~24 日， スール)て「少年団活動の方法論Jを報告。
以上， i文献四jより。
79 i文献IJ，5.88.
8 O. Eb e n d a ， 5.8 8 . 
. 
8 1 De r Kamp f um d a s Re i c h s s c h u 1 g e s e t z ; v 0n Edwin Ho e r n 1 e，i n“Da s p ro 1 e-
tarische Kind凶 Jg.8，Heft 2.und 3; Februar und 勘白・rz 1928.所収「文献lXJ， 
S.208. 
82. i文献血J， 5.31. 
83. r文献lJ，5.89. 
84 Ebenda， S.81. 
8 5. Eb e n da， 5. 8 1 • 
86 Eb e n d a， S. 83. 
8~ Grundfrage der proletarischen Erziehung;von Edwin Hoernle. 所収「文献~J ，
S.148. 五十嵐訳， S.11. 
88 Ebenda， 5.150. 邦訳， 5.13. 
89 Eb e n d a，S. 1 51. 邦訳， S. 1 5 • 
9仏 「文献lJ， S.94. 
9 1 E i n g e g a n g e n e B1.cher-Ed w i n Ho e r n 1 e : G r u n d f r a g e n d er pr0 1 e t ar i s c h e n 
Erziehung;von L.5.， in“Die Lehrer Internationaleー Offizielles Organ 
d e r I n t eFnat i ona i e d e r Bi I du ng s a r bei t e f Jg.7Nr.4-LJ a nua r-Feb rua r 
1930，5.31. 






5.29. 「文献VIJ ， 8.94. 「文献nJ ， 93. 





proletarische Er z i ehung i i n“Das proletarischen der Grundfragen den Zu 
8/9. J g. 9， He f t Kindぬ'' 
、
12. Hef t Kindfrbewegung; ebd.， interoationalen der Aufgabe und Lage 
5.32. 「文献血J ， 5.96. 「文献nJ ， 95. ， 
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S.32. 「文献血J ， S.97.，98. 「文献nJ ， 97. 
「文献血J， 「文献nJ ， 


















5. 32. 「文献血J) 5.102. 「文献nj ， 100. 
5.32.，33. 「文献血J， 5.102.，106. 「文献nJ ， 101. ， 
K.H.Giin t he r-F.Hofmann-G.Hohendo r f-H.kb二Er z i ehung ; von der Geschichte 
-t 1973， Be r 1 in Verlag， Volkseigener Wi ssen und Volk nig.H.5chuffenhauer. 
-
h 5.539. 
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